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フロンティアクラブ書面総会を開催

ー
で
あ
り
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
実
施
で

き
る
策
を
講
じ

て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
活
動
の

実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
１
９
９

７
（
平
成
９
）

年
12
月
に
発
足

し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
命
名
の
通
り
、

「
開
拓
者
精
神
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
ま

た
慣
習
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
進
ん
で
新
し
い

こ
と
に
取
り
組
も
う
」
と
い
う
熱
い
思
い
を

受
け
継
い
だ
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

奨
学
金
給
付
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
行
え
る
の
も
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
協

力
や
ご
支
援
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
多

く
の
卒
業
生
に
当
ク
ラ
ブ
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
い
、
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
及
び

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
、

当
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
略
儀
な

が
ら
書
中
を
も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
１
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
2
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
と
共
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
対
面
で
の
総
会
開
催
を
見
送
り
、

当
ク
ラ
ブ
と
し
て
初
の
書
面
で
の
総
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
全
て
の
審
議
を
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
中

止
し
た
一
方
で
、
会
員
の
皆
様
へ
で
き
る
限
り

交
流
の
場
を
提
供
す
る
べ
く
、
箱
根
交
流
会
代

替
イ
ベ
ン
ト
の
ゴ
ル
フ
の
会
・
山
歩
き
の
会
、

そ
し
て
産
学
交
流
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
に
代

わ
る
、
学
生
支
援
型
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
サ
ロ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
職
活

動
や
進
路
選
択
に
お
い
て
少
し
で

も
学
生
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
当

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ
る

業
界
説
明
の
枠
を
超
え
た
各
業
界

に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状
と

今
後
の
動
向
や
採
用
に
つ
い
て
な

ど
の
ご
講
演
を
い
た
だ
く
セ
ミ
ナ

　

２
０
２
１
年
度
神
奈
川
大
学
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
総
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
を
考
慮
し
、
対
面
で
の
開
催
を

控
え
、
２
月
27
日
〜
３
月
12
日
の
期

間
で
書
面
総
会
と
し
て
開
催
し
た
。

書
面
総
会
で
は
、
２
０
２
０
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
監
査
報
告

が
あ
り
、
続
い
て
、
３
専
門
委
員
会

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
０
２
０
年
度
事
業

報
告
と
２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

（
案
）
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
事
業

計
画
に
基
づ
い
た
２
０
２
１
年
度
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
も
書
面
に
て
示

さ
れ
た
。

　

書
面
総
会
の
結
果
と
し
て
は
、
回

答
件
数
１
２
９
件（
白
票
１
件
含
む
）、

未
回
答
件
数
53
件
と
な
り
、
２
０
２

１
年
度
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
総

会
に
関
す
る
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

承
認
を
頂
い
た
。

フロンティアクラブ会長

村田  龍也 会
員
の
皆
様
に
感
謝

役
員
会
の
様
子

（
オ
ン
ラ
イ
ン
＋
対
面
）
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「みなとみらい21の歩み」
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横浜市が「六大事業」の一つとして「都心部強化事業」を発表
三菱重工業（株）横浜造船所の移転が決定
計画及び事業の名称を「みなとみらい２１」に決定
三菱重工横浜造船所の移転完了、帆船日本丸の横浜市
移管が決定、みなとみらい２１事業着工

（株）横浜みなとみらい２１設立
帆船日本丸の一般公開開始、横浜新都市ビル（そごう横
浜店）OP
みなとみらい２１街づくり基本協定を締結
桜木町新駅前広場供用開始、歩く歩道竣工、横浜マリタイ
ムミュージアム（現横浜みなと博物館）OP、みなとみらい21
中央地区の町名、住居表示を「みなとみらい」に決定、横浜
美術館正式OP
パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場）竣工、ヨコハマグ
ランドインターコンチネンタルホテル OP、国際熱帯木材機
関（ITTO）本部をパシフィコ横浜に移転、パシフィコ横浜
展示ホール竣工、みなとみらいぷかりさん橋竣工
横浜ランドマークタワー OP、横浜銀行本店ビル OP、横浜
ロイヤルパークホテルニッコー（現横浜ロイヤルパークホテ
ル）OP　
国際橋開通（国際大通り）、国立横浜国際会議場 OP、三
菱重工横浜ビル OP、首都高速湾岸線開通（羽田～ベイブ
リッジ）
横浜海上防災基地完成
けいゆう病院 OP、スカイビル OP
新港地区地区計画の都市計画決定、クイーンズスクエア
横浜 OP、みなとみらい大通り一部暫定２車線区間を含め
全線開通、汽車道 OP、パンパシフィックホテル（現横浜ベ
イホテル東急）OP
横浜みなとみらいホール OP
横浜メディアタワーOP、横浜ワールドポーターズOP、運河
パーク OP、赤レンガパーク一部供用開始、横浜国際船員
センター「ナビオス横浜」OP、グランモール公園全面OP
神奈川県警察みなとみらい分庁舎 OP
新港パーク（現カップヌードルミユージアムパーク）OP
パシフィコ横浜展示ホール拡張
山下臨海線プロムナード OP、赤レンガ倉庫・赤レンガパー
クOP、JICA 横浜 OP
みなとみらい線開通、ピア赤レンガOP
高島中央公園OP
みなとみらい橋開通（国際大通り）　
日本丸メモリアルパークリニューアル OP、象の鼻パークオー
OP、はまみらいウォーク供用開始、水際線プロムナード供
用開始、日産自動車株式会社グローバル本社OP
みなとみらい歩道橋供用開始
高島水際線公園 OP、カップヌードルミュージアム（現カッ
プヌードルミュージアム横浜）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパス着工
資生堂グローバルイノベーションセンターOP、　京急グ
ループ本社OP、新港ふ頭客船ターミナル（横浜ハンマー
ヘッド）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパスOP

　み
な
と
み
ら
い
21
事
業
は
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
横
浜
の
都
心
部
強
化
事
業
。Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
（
ブ
ル―

ラ
イ
ン
）
の
横
浜
駅
か
ら
桜
木
町
駅
間
の
横
浜
港
に
面
し
た
一
帯
を
再

開
発
し
て
の
横
浜
の
新
し
い
都
心
づ
く
り
で
あ
る
。
事
業
は
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　「24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市
」「
21
世
紀
の
情
報
都
市
」「
水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た
人
間
環
境
都
市
」

が
都
市
像
で
あ
る
。
東
京
に
集
中
し
た
首
都
機
能
の
受
け
皿
と
し
て
大
企
業
の
本
社
、
オ
フ
ィ
ス
、
研
究
所
、
商

業
施
設・国
際
交
流
機
能
の
集
積
、拡
大
を
目
指
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、横
浜
の
自
立
性
を
一
層
強
化
で
き
た
。

港
湾
機
能
の
質
的
転
換
や
市
民
が
憩
い
、
親
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　横
浜
の
中
心
は
従
来
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
に
２
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
み
な
と

み
ら
い
21
地
区
に
多
彩
な
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
２
つ
の
都
心
と
一
体
化
さ
れ
た
。
み
な
と
み
ら
い
２１
は
中

央
地
区
と
新
港
地
区
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　「賑
わ
い
と
活
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
み
な
と
み
ら
い
21
街
づ
く
り
基
本

協
定
」「
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区
都
市
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

１
４
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
中
央
地
区
は
、
事
業
の
中
核
で
あ
る
。

　横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
地
上
70
階
、
地
下
３
階
、
高
さ
２
９
６
メ
ー
ト
ル
。
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
な
ど

が
入
る
。
展
望
フ
ロ
ア
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
あ
る
）、京
急
グ
ル
ー
プ
本
社
、日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
、

横
浜
銀
行
本
店
、資
生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、村
田
製
作
所
み
な
と
み
ら
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
会
議
場
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
高
層
住
宅
が
誘
致
さ
れ
た
。

　み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
た
の
は
こ
の
中
央
地
区
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
決

定
当
時
に
横
浜
市
港
湾
局
長
だ
っ
た
伊
東
慎
介
さ
ん
（
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
社
長
）
は
「
大
学
の
進
出
は
知

的
な
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
賑
わ
い
や
、
地
域
・
産
官
学
の
連
携
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

卒
業
生
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

　赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
代
表
さ
れ
る
新
港
地
区
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
再
開
発
」。

街
の
「
楽
し
さ
」「
優
し
さ
」「
美
し
さ
」
の
実
現
を
目
指
す
。
新
港
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル（
横
浜
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ

ド
）、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
・
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
、
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
）、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
万
葉
倶
楽
部
（
浴
場
施
設
）
が
あ
る
。

　南
側
の
新
港
橋
を
渡
る
と
神
奈
川
県
庁
や
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
。
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
場
所
で

１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
３
月
に
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
長
い
間
の
鎖
国
政

策
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
４
年
後
の
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
６
月
、
小
柴
（
横
浜
市
金
沢
区
）
沖
の
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
上
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
神
奈
川
（
横
浜
）、
箱
館
、
長
崎
な
ど
の
開
港
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　東
西
に
横
浜
駅
か
ら
元
町
・
中
華
街
駅
ま
で
地
下
鉄
み
な
と
み
ら
い
線
が
走
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
「
み
な
と
み

ら
い
駅
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
・
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
、Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、

京
急
線
、
相
模
鉄
道
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
線
（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
が
乗
り
入
れ
る
横
浜
駅
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、

京
浜
東
北
線
の
桜
木
町
駅
の
い
ず
れ
か
ら
も
徒
歩
圏
内
。
鉄
道
ア
ク
セ
ス
は
多
様
で
あ
る
。

　自
動
車
、
道
路
、
海
上
交
通
網
も
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
る
。
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
を
直
接
結
ぶ
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
走
る
。
複
数
の
路
線
バ
ス
の
ほ
か
、
近
隣
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
バ
ス
が

運
行
さ
れ
る
。
　ど
こ
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
の
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　桜
木
町
方
面
か
ら
海
に
向
か
う「
ク
イ
ー
ン
軸
」、横
浜
駅
か
ら
海
へ
向
か
う「
キ
ン
グ
軸
」、

街
の
中
央
部
で
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
軸
」
を
中
心
に
多
様
な
歩
行
者
空
間
が

整
う
。
地
区
内
外
を
結
ぶ
歩
く
歩
道
、
は
ま
み
ら
い
ウ
ォ
ー
ク
、
み
な
と
み
ら
い
歩
道
橋
、

野
毛
ち
か
み
ち
は
歩
行
者
か
ら
好
評
だ
。

　都
市
災
害
の
防
止
及
び
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
部
分
の
地
下
空
間
を
有

効
利
用
し
て
水
道
管
、
通
信
線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
地
域
冷
暖
房
管
を
収
め
る
共
同
溝
が

み
な
と
み
ら
い
大
通
り
、
国
際
大
通
り
、
い
ち
ょ
う
通
り
、
け
や
き
通
り
、
さ
く
ら
通
り
に

設
け
ら
れ
る
。
地
盤
改
良
・
液
状
化
防
止
は
も
と
よ
り
高
潮
・
津
波
対
策
、
耐
震
強
化
岸
壁
、

海
上
防
災
基
地
、
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
（
大
型
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
を
４
基
設
置
。

災
害
時
に
は
５
０
万
人
分
の
飲
料
水
を
３
日
分
確
保
）
の
設
置
な
ど
、
大
規
模
災
害
対
策
に

も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

概　　　要中 央 地 区新 港 地 区災害に強い都市基盤
２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
進
出
事
業
所
数
約
１
８
２
０
社
。
約
１
１
万
２
０
０
０
人
が
働
く
。

年
間
の
来
街
者
数
（
推
計
）
約
８
千
万
人
（
令
和
元
年
）。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
の
市

税
収
入
は
約
１
７
０
億
円
に
上
る
。
伊
東
さ
ん
は
「
実
が
な
り
、
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
種
を
播
き
、
育
て
て
き
た
先
人
の
努
力
を
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

振
り
返
る
。

みなとみらい 21事業の成果 多 様 な 交 通 ネッ   トワーク

みなとみらい21　横浜港
神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）
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「みなとみらい21の歩み」
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横浜市が「六大事業」の一つとして「都心部強化事業」を発表
三菱重工業（株）横浜造船所の移転が決定
計画及び事業の名称を「みなとみらい２１」に決定
三菱重工横浜造船所の移転完了、帆船日本丸の横浜市
移管が決定、みなとみらい２１事業着工

（株）横浜みなとみらい２１設立
帆船日本丸の一般公開開始、横浜新都市ビル（そごう横
浜店）OP
みなとみらい２１街づくり基本協定を締結
桜木町新駅前広場供用開始、歩く歩道竣工、横浜マリタイ
ムミュージアム（現横浜みなと博物館）OP、みなとみらい21
中央地区の町名、住居表示を「みなとみらい」に決定、横浜
美術館正式OP
パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場）竣工、ヨコハマグ
ランドインターコンチネンタルホテル OP、国際熱帯木材機
関（ITTO）本部をパシフィコ横浜に移転、パシフィコ横浜
展示ホール竣工、みなとみらいぷかりさん橋竣工
横浜ランドマークタワー OP、横浜銀行本店ビル OP、横浜
ロイヤルパークホテルニッコー（現横浜ロイヤルパークホテ
ル）OP　
国際橋開通（国際大通り）、国立横浜国際会議場 OP、三
菱重工横浜ビル OP、首都高速湾岸線開通（羽田～ベイブ
リッジ）
横浜海上防災基地完成
けいゆう病院 OP、スカイビル OP
新港地区地区計画の都市計画決定、クイーンズスクエア
横浜 OP、みなとみらい大通り一部暫定２車線区間を含め
全線開通、汽車道 OP、パンパシフィックホテル（現横浜ベ
イホテル東急）OP
横浜みなとみらいホール OP
横浜メディアタワーOP、横浜ワールドポーターズOP、運河
パーク OP、赤レンガパーク一部供用開始、横浜国際船員
センター「ナビオス横浜」OP、グランモール公園全面OP
神奈川県警察みなとみらい分庁舎 OP
新港パーク（現カップヌードルミユージアムパーク）OP
パシフィコ横浜展示ホール拡張
山下臨海線プロムナード OP、赤レンガ倉庫・赤レンガパー
クOP、JICA 横浜 OP
みなとみらい線開通、ピア赤レンガOP
高島中央公園OP
みなとみらい橋開通（国際大通り）　
日本丸メモリアルパークリニューアル OP、象の鼻パークオー
OP、はまみらいウォーク供用開始、水際線プロムナード供
用開始、日産自動車株式会社グローバル本社OP
みなとみらい歩道橋供用開始
高島水際線公園 OP、カップヌードルミュージアム（現カッ
プヌードルミュージアム横浜）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパス着工
資生堂グローバルイノベーションセンターOP、　京急グ
ループ本社OP、新港ふ頭客船ターミナル（横浜ハンマー
ヘッド）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパスOP

　み
な
と
み
ら
い
21
事
業
は
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
横
浜
の
都
心
部
強
化
事
業
。Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
（
ブ
ル―

ラ
イ
ン
）
の
横
浜
駅
か
ら
桜
木
町
駅
間
の
横
浜
港
に
面
し
た
一
帯
を
再

開
発
し
て
の
横
浜
の
新
し
い
都
心
づ
く
り
で
あ
る
。
事
業
は
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　「24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市
」「
21
世
紀
の
情
報
都
市
」「
水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た
人
間
環
境
都
市
」

が
都
市
像
で
あ
る
。
東
京
に
集
中
し
た
首
都
機
能
の
受
け
皿
と
し
て
大
企
業
の
本
社
、
オ
フ
ィ
ス
、
研
究
所
、
商

業
施
設・国
際
交
流
機
能
の
集
積
、拡
大
を
目
指
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、横
浜
の
自
立
性
を
一
層
強
化
で
き
た
。

港
湾
機
能
の
質
的
転
換
や
市
民
が
憩
い
、
親
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　横
浜
の
中
心
は
従
来
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
に
２
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
み
な
と

み
ら
い
21
地
区
に
多
彩
な
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
２
つ
の
都
心
と
一
体
化
さ
れ
た
。
み
な
と
み
ら
い
２１
は
中

央
地
区
と
新
港
地
区
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　「賑
わ
い
と
活
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
み
な
と
み
ら
い
21
街
づ
く
り
基
本

協
定
」「
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区
都
市
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

１
４
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
中
央
地
区
は
、
事
業
の
中
核
で
あ
る
。

　横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
地
上
70
階
、
地
下
３
階
、
高
さ
２
９
６
メ
ー
ト
ル
。
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
な
ど

が
入
る
。
展
望
フ
ロ
ア
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
あ
る
）、京
急
グ
ル
ー
プ
本
社
、日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
、

横
浜
銀
行
本
店
、資
生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、村
田
製
作
所
み
な
と
み
ら
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
会
議
場
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
高
層
住
宅
が
誘
致
さ
れ
た
。

　み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
た
の
は
こ
の
中
央
地
区
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
決

定
当
時
に
横
浜
市
港
湾
局
長
だ
っ
た
伊
東
慎
介
さ
ん
（
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
社
長
）
は
「
大
学
の
進
出
は
知

的
な
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
賑
わ
い
や
、
地
域
・
産
官
学
の
連
携
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

卒
業
生
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

　赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
代
表
さ
れ
る
新
港
地
区
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
再
開
発
」。

街
の
「
楽
し
さ
」「
優
し
さ
」「
美
し
さ
」
の
実
現
を
目
指
す
。
新
港
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル（
横
浜
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ

ド
）、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
・
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
、
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
）、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
万
葉
倶
楽
部
（
浴
場
施
設
）
が
あ
る
。

　南
側
の
新
港
橋
を
渡
る
と
神
奈
川
県
庁
や
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
。
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
場
所
で

１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
３
月
に
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
長
い
間
の
鎖
国
政

策
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
４
年
後
の
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
６
月
、
小
柴
（
横
浜
市
金
沢
区
）
沖
の
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
上
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
神
奈
川
（
横
浜
）、
箱
館
、
長
崎
な
ど
の
開
港
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　東
西
に
横
浜
駅
か
ら
元
町
・
中
華
街
駅
ま
で
地
下
鉄
み
な
と
み
ら
い
線
が
走
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
「
み
な
と
み

ら
い
駅
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
・
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
、Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、

京
急
線
、
相
模
鉄
道
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
線
（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
が
乗
り
入
れ
る
横
浜
駅
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、

京
浜
東
北
線
の
桜
木
町
駅
の
い
ず
れ
か
ら
も
徒
歩
圏
内
。
鉄
道
ア
ク
セ
ス
は
多
様
で
あ
る
。

　自
動
車
、
道
路
、
海
上
交
通
網
も
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
る
。
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
を
直
接
結
ぶ
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
走
る
。
複
数
の
路
線
バ
ス
の
ほ
か
、
近
隣
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
バ
ス
が

運
行
さ
れ
る
。
　ど
こ
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
の
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　桜
木
町
方
面
か
ら
海
に
向
か
う「
ク
イ
ー
ン
軸
」、横
浜
駅
か
ら
海
へ
向
か
う「
キ
ン
グ
軸
」、

街
の
中
央
部
で
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
軸
」
を
中
心
に
多
様
な
歩
行
者
空
間
が

整
う
。
地
区
内
外
を
結
ぶ
歩
く
歩
道
、
は
ま
み
ら
い
ウ
ォ
ー
ク
、
み
な
と
み
ら
い
歩
道
橋
、

野
毛
ち
か
み
ち
は
歩
行
者
か
ら
好
評
だ
。

　都
市
災
害
の
防
止
及
び
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
部
分
の
地
下
空
間
を
有

効
利
用
し
て
水
道
管
、
通
信
線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
地
域
冷
暖
房
管
を
収
め
る
共
同
溝
が

み
な
と
み
ら
い
大
通
り
、
国
際
大
通
り
、
い
ち
ょ
う
通
り
、
け
や
き
通
り
、
さ
く
ら
通
り
に

設
け
ら
れ
る
。
地
盤
改
良
・
液
状
化
防
止
は
も
と
よ
り
高
潮
・
津
波
対
策
、
耐
震
強
化
岸
壁
、

海
上
防
災
基
地
、
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
（
大
型
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
を
４
基
設
置
。

災
害
時
に
は
５
０
万
人
分
の
飲
料
水
を
３
日
分
確
保
）
の
設
置
な
ど
、
大
規
模
災
害
対
策
に

も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

概　　　要中 央 地 区新 港 地 区災害に強い都市基盤
２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
進
出
事
業
所
数
約
１
８
２
０
社
。
約
１
１
万
２
０
０
０
人
が
働
く
。

年
間
の
来
街
者
数
（
推
計
）
約
８
千
万
人
（
令
和
元
年
）。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
の
市

税
収
入
は
約
１
７
０
億
円
に
上
る
。
伊
東
さ
ん
は
「
実
が
な
り
、
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
種
を
播
き
、
育
て
て
き
た
先
人
の
努
力
を
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

振
り
返
る
。

みなとみらい 21事業の成果 多 様 な 交 通 ネッ   トワーク

みなとみらい21　横浜港
神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

中央地区
新港地区

伊東慎介社長
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みなとみらい
センタービル

展示ホール

臨港パーク

パシフィコ横浜ノース
国立横浜
国際会議場

みなとみらい
ぷかりさん橋

ヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル

カップヌードル
ミュージアム横浜

赤レンガパーク

ハンマーヘッドパーク

新港ふ頭客船ターミナル
（横浜ハンマーヘッド）
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アニヴェルセル
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ピア象の鼻

横
浜
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

村田製作所みなとみらい
イノベーションセンター

富士ゼロックス㈱
横浜みなとみらい事務所

と
「みなとみらい21の歩み」
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横浜市が「六大事業」の一つとして「都心部強化事業」を発表
三菱重工業（株）横浜造船所の移転が決定
計画及び事業の名称を「みなとみらい２１」に決定
三菱重工横浜造船所の移転完了、帆船日本丸の横浜市
移管が決定、みなとみらい２１事業着工

（株）横浜みなとみらい２１設立
帆船日本丸の一般公開開始、横浜新都市ビル（そごう横
浜店）OP
みなとみらい２１街づくり基本協定を締結
桜木町新駅前広場供用開始、歩く歩道竣工、横浜マリタイ
ムミュージアム（現横浜みなと博物館）OP、みなとみらい21
中央地区の町名、住居表示を「みなとみらい」に決定、横浜
美術館正式OP
パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場）竣工、ヨコハマグ
ランドインターコンチネンタルホテル OP、国際熱帯木材機
関（ITTO）本部をパシフィコ横浜に移転、パシフィコ横浜
展示ホール竣工、みなとみらいぷかりさん橋竣工
横浜ランドマークタワー OP、横浜銀行本店ビル OP、横浜
ロイヤルパークホテルニッコー（現横浜ロイヤルパークホテ
ル）OP　
国際橋開通（国際大通り）、国立横浜国際会議場 OP、三
菱重工横浜ビル OP、首都高速湾岸線開通（羽田～ベイブ
リッジ）
横浜海上防災基地完成
けいゆう病院 OP、スカイビル OP
新港地区地区計画の都市計画決定、クイーンズスクエア
横浜 OP、みなとみらい大通り一部暫定２車線区間を含め
全線開通、汽車道 OP、パンパシフィックホテル（現横浜ベ
イホテル東急）OP
横浜みなとみらいホール OP
横浜メディアタワーOP、横浜ワールドポーターズOP、運河
パーク OP、赤レンガパーク一部供用開始、横浜国際船員
センター「ナビオス横浜」OP、グランモール公園全面OP
神奈川県警察みなとみらい分庁舎 OP
新港パーク（現カップヌードルミユージアムパーク）OP
パシフィコ横浜展示ホール拡張
山下臨海線プロムナード OP、赤レンガ倉庫・赤レンガパー
クOP、JICA 横浜 OP
みなとみらい線開通、ピア赤レンガOP
高島中央公園OP
みなとみらい橋開通（国際大通り）　
日本丸メモリアルパークリニューアル OP、象の鼻パークオー
OP、はまみらいウォーク供用開始、水際線プロムナード供
用開始、日産自動車株式会社グローバル本社OP
みなとみらい歩道橋供用開始
高島水際線公園 OP、カップヌードルミュージアム（現カッ
プヌードルミュージアム横浜）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパス着工
資生堂グローバルイノベーションセンターOP、　京急グ
ループ本社OP、新港ふ頭客船ターミナル（横浜ハンマー
ヘッド）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパスOP

　み
な
と
み
ら
い
21
事
業
は
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
横
浜
の
都
心
部
強
化
事
業
。Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
（
ブ
ル―

ラ
イ
ン
）
の
横
浜
駅
か
ら
桜
木
町
駅
間
の
横
浜
港
に
面
し
た
一
帯
を
再

開
発
し
て
の
横
浜
の
新
し
い
都
心
づ
く
り
で
あ
る
。
事
業
は
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　「24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市
」「
21
世
紀
の
情
報
都
市
」「
水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た
人
間
環
境
都
市
」

が
都
市
像
で
あ
る
。
東
京
に
集
中
し
た
首
都
機
能
の
受
け
皿
と
し
て
大
企
業
の
本
社
、
オ
フ
ィ
ス
、
研
究
所
、
商

業
施
設・国
際
交
流
機
能
の
集
積
、拡
大
を
目
指
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、横
浜
の
自
立
性
を
一
層
強
化
で
き
た
。

港
湾
機
能
の
質
的
転
換
や
市
民
が
憩
い
、
親
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　横
浜
の
中
心
は
従
来
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
に
２
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
み
な
と

み
ら
い
21
地
区
に
多
彩
な
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
２
つ
の
都
心
と
一
体
化
さ
れ
た
。
み
な
と
み
ら
い
２１
は
中

央
地
区
と
新
港
地
区
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　「賑
わ
い
と
活
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
み
な
と
み
ら
い
21
街
づ
く
り
基
本

協
定
」「
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区
都
市
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

１
４
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
中
央
地
区
は
、
事
業
の
中
核
で
あ
る
。

　横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
地
上
70
階
、
地
下
３
階
、
高
さ
２
９
６
メ
ー
ト
ル
。
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
な
ど

が
入
る
。
展
望
フ
ロ
ア
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
あ
る
）、京
急
グ
ル
ー
プ
本
社
、日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
、

横
浜
銀
行
本
店
、資
生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、村
田
製
作
所
み
な
と
み
ら
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
会
議
場
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
高
層
住
宅
が
誘
致
さ
れ
た
。

　み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
た
の
は
こ
の
中
央
地
区
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
決

定
当
時
に
横
浜
市
港
湾
局
長
だ
っ
た
伊
東
慎
介
さ
ん
（
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
社
長
）
は
「
大
学
の
進
出
は
知

的
な
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
賑
わ
い
や
、
地
域
・
産
官
学
の
連
携
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

卒
業
生
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

　赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
代
表
さ
れ
る
新
港
地
区
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
再
開
発
」。

街
の
「
楽
し
さ
」「
優
し
さ
」「
美
し
さ
」
の
実
現
を
目
指
す
。
新
港
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル（
横
浜
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ

ド
）、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
・
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
、
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
）、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
万
葉
倶
楽
部
（
浴
場
施
設
）
が
あ
る
。

　南
側
の
新
港
橋
を
渡
る
と
神
奈
川
県
庁
や
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
。
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
場
所
で

１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
３
月
に
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
長
い
間
の
鎖
国
政

策
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
４
年
後
の
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
６
月
、
小
柴
（
横
浜
市
金
沢
区
）
沖
の
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
上
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
神
奈
川
（
横
浜
）、
箱
館
、
長
崎
な
ど
の
開
港
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　東
西
に
横
浜
駅
か
ら
元
町
・
中
華
街
駅
ま
で
地
下
鉄
み
な
と
み
ら
い
線
が
走
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
「
み
な
と
み

ら
い
駅
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
・
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
、Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、

京
急
線
、
相
模
鉄
道
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
線
（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
が
乗
り
入
れ
る
横
浜
駅
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、

京
浜
東
北
線
の
桜
木
町
駅
の
い
ず
れ
か
ら
も
徒
歩
圏
内
。
鉄
道
ア
ク
セ
ス
は
多
様
で
あ
る
。

　自
動
車
、
道
路
、
海
上
交
通
網
も
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
る
。
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
を
直
接
結
ぶ
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
走
る
。
複
数
の
路
線
バ
ス
の
ほ
か
、
近
隣
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
バ
ス
が

運
行
さ
れ
る
。
　ど
こ
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
の
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　桜
木
町
方
面
か
ら
海
に
向
か
う「
ク
イ
ー
ン
軸
」、横
浜
駅
か
ら
海
へ
向
か
う「
キ
ン
グ
軸
」、

街
の
中
央
部
で
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
軸
」
を
中
心
に
多
様
な
歩
行
者
空
間
が

整
う
。
地
区
内
外
を
結
ぶ
歩
く
歩
道
、
は
ま
み
ら
い
ウ
ォ
ー
ク
、
み
な
と
み
ら
い
歩
道
橋
、

野
毛
ち
か
み
ち
は
歩
行
者
か
ら
好
評
だ
。

　都
市
災
害
の
防
止
及
び
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
部
分
の
地
下
空
間
を
有

効
利
用
し
て
水
道
管
、
通
信
線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
地
域
冷
暖
房
管
を
収
め
る
共
同
溝
が

み
な
と
み
ら
い
大
通
り
、
国
際
大
通
り
、
い
ち
ょ
う
通
り
、
け
や
き
通
り
、
さ
く
ら
通
り
に

設
け
ら
れ
る
。
地
盤
改
良
・
液
状
化
防
止
は
も
と
よ
り
高
潮
・
津
波
対
策
、
耐
震
強
化
岸
壁
、

海
上
防
災
基
地
、
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
（
大
型
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
を
４
基
設
置
。

災
害
時
に
は
５
０
万
人
分
の
飲
料
水
を
３
日
分
確
保
）
の
設
置
な
ど
、
大
規
模
災
害
対
策
に

も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

概　　　要中 央 地 区新 港 地 区災害に強い都市基盤
２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
進
出
事
業
所
数
約
１
８
２
０
社
。
約
１
１
万
２
０
０
０
人
が
働
く
。

年
間
の
来
街
者
数
（
推
計
）
約
８
千
万
人
（
令
和
元
年
）。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
の
市

税
収
入
は
約
１
７
０
億
円
に
上
る
。
伊
東
さ
ん
は
「
実
が
な
り
、
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
種
を
播
き
、
育
て
て
き
た
先
人
の
努
力
を
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

振
り
返
る
。

みなとみらい 21事業の成果 多 様 な 交 通 ネッ   トワーク

みなとみらい21　横浜港
神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）
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と
「みなとみらい21の歩み」
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横浜市が「六大事業」の一つとして「都心部強化事業」を発表
三菱重工業（株）横浜造船所の移転が決定
計画及び事業の名称を「みなとみらい２１」に決定
三菱重工横浜造船所の移転完了、帆船日本丸の横浜市
移管が決定、みなとみらい２１事業着工

（株）横浜みなとみらい２１設立
帆船日本丸の一般公開開始、横浜新都市ビル（そごう横
浜店）OP
みなとみらい２１街づくり基本協定を締結
桜木町新駅前広場供用開始、歩く歩道竣工、横浜マリタイ
ムミュージアム（現横浜みなと博物館）OP、みなとみらい21
中央地区の町名、住居表示を「みなとみらい」に決定、横浜
美術館正式OP
パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場）竣工、ヨコハマグ
ランドインターコンチネンタルホテル OP、国際熱帯木材機
関（ITTO）本部をパシフィコ横浜に移転、パシフィコ横浜
展示ホール竣工、みなとみらいぷかりさん橋竣工
横浜ランドマークタワー OP、横浜銀行本店ビル OP、横浜
ロイヤルパークホテルニッコー（現横浜ロイヤルパークホテ
ル）OP　
国際橋開通（国際大通り）、国立横浜国際会議場 OP、三
菱重工横浜ビル OP、首都高速湾岸線開通（羽田～ベイブ
リッジ）
横浜海上防災基地完成
けいゆう病院 OP、スカイビル OP
新港地区地区計画の都市計画決定、クイーンズスクエア
横浜 OP、みなとみらい大通り一部暫定２車線区間を含め
全線開通、汽車道 OP、パンパシフィックホテル（現横浜ベ
イホテル東急）OP
横浜みなとみらいホール OP
横浜メディアタワーOP、横浜ワールドポーターズOP、運河
パーク OP、赤レンガパーク一部供用開始、横浜国際船員
センター「ナビオス横浜」OP、グランモール公園全面OP
神奈川県警察みなとみらい分庁舎 OP
新港パーク（現カップヌードルミユージアムパーク）OP
パシフィコ横浜展示ホール拡張
山下臨海線プロムナード OP、赤レンガ倉庫・赤レンガパー
クOP、JICA 横浜 OP
みなとみらい線開通、ピア赤レンガOP
高島中央公園OP
みなとみらい橋開通（国際大通り）　
日本丸メモリアルパークリニューアル OP、象の鼻パークオー
OP、はまみらいウォーク供用開始、水際線プロムナード供
用開始、日産自動車株式会社グローバル本社OP
みなとみらい歩道橋供用開始
高島水際線公園 OP、カップヌードルミュージアム（現カッ
プヌードルミュージアム横浜）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパス着工
資生堂グローバルイノベーションセンターOP、　京急グ
ループ本社OP、新港ふ頭客船ターミナル（横浜ハンマー
ヘッド）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパスOP

　み
な
と
み
ら
い
21
事
業
は
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
横
浜
の
都
心
部
強
化
事
業
。Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
（
ブ
ル―

ラ
イ
ン
）
の
横
浜
駅
か
ら
桜
木
町
駅
間
の
横
浜
港
に
面
し
た
一
帯
を
再

開
発
し
て
の
横
浜
の
新
し
い
都
心
づ
く
り
で
あ
る
。
事
業
は
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　「24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市
」「
21
世
紀
の
情
報
都
市
」「
水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た
人
間
環
境
都
市
」

が
都
市
像
で
あ
る
。
東
京
に
集
中
し
た
首
都
機
能
の
受
け
皿
と
し
て
大
企
業
の
本
社
、
オ
フ
ィ
ス
、
研
究
所
、
商

業
施
設・国
際
交
流
機
能
の
集
積
、拡
大
を
目
指
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、横
浜
の
自
立
性
を
一
層
強
化
で
き
た
。

港
湾
機
能
の
質
的
転
換
や
市
民
が
憩
い
、
親
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　横
浜
の
中
心
は
従
来
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
に
２
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
み
な
と

み
ら
い
21
地
区
に
多
彩
な
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
２
つ
の
都
心
と
一
体
化
さ
れ
た
。
み
な
と
み
ら
い
２１
は
中

央
地
区
と
新
港
地
区
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　「賑
わ
い
と
活
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
み
な
と
み
ら
い
21
街
づ
く
り
基
本

協
定
」「
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区
都
市
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

１
４
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
中
央
地
区
は
、
事
業
の
中
核
で
あ
る
。

　横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
地
上
70
階
、
地
下
３
階
、
高
さ
２
９
６
メ
ー
ト
ル
。
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
な
ど

が
入
る
。
展
望
フ
ロ
ア
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
あ
る
）、京
急
グ
ル
ー
プ
本
社
、日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
、

横
浜
銀
行
本
店
、資
生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、村
田
製
作
所
み
な
と
み
ら
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
会
議
場
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
高
層
住
宅
が
誘
致
さ
れ
た
。

　み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
た
の
は
こ
の
中
央
地
区
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
決

定
当
時
に
横
浜
市
港
湾
局
長
だ
っ
た
伊
東
慎
介
さ
ん
（
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
社
長
）
は
「
大
学
の
進
出
は
知

的
な
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
賑
わ
い
や
、
地
域
・
産
官
学
の
連
携
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

卒
業
生
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

　赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
代
表
さ
れ
る
新
港
地
区
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
再
開
発
」。

街
の
「
楽
し
さ
」「
優
し
さ
」「
美
し
さ
」
の
実
現
を
目
指
す
。
新
港
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル（
横
浜
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ

ド
）、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
・
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
、
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
）、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
万
葉
倶
楽
部
（
浴
場
施
設
）
が
あ
る
。

　南
側
の
新
港
橋
を
渡
る
と
神
奈
川
県
庁
や
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
。
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
場
所
で

１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
３
月
に
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
長
い
間
の
鎖
国
政

策
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
４
年
後
の
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
６
月
、
小
柴
（
横
浜
市
金
沢
区
）
沖
の
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
上
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
神
奈
川
（
横
浜
）、
箱
館
、
長
崎
な
ど
の
開
港
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　東
西
に
横
浜
駅
か
ら
元
町
・
中
華
街
駅
ま
で
地
下
鉄
み
な
と
み
ら
い
線
が
走
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
「
み
な
と
み

ら
い
駅
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
・
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
、Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、

京
急
線
、
相
模
鉄
道
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
線
（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
が
乗
り
入
れ
る
横
浜
駅
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、

京
浜
東
北
線
の
桜
木
町
駅
の
い
ず
れ
か
ら
も
徒
歩
圏
内
。
鉄
道
ア
ク
セ
ス
は
多
様
で
あ
る
。

　自
動
車
、
道
路
、
海
上
交
通
網
も
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
る
。
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
を
直
接
結
ぶ
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
走
る
。
複
数
の
路
線
バ
ス
の
ほ
か
、
近
隣
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
バ
ス
が

運
行
さ
れ
る
。
　ど
こ
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
の
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　桜
木
町
方
面
か
ら
海
に
向
か
う「
ク
イ
ー
ン
軸
」、横
浜
駅
か
ら
海
へ
向
か
う「
キ
ン
グ
軸
」、

街
の
中
央
部
で
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
軸
」
を
中
心
に
多
様
な
歩
行
者
空
間
が

整
う
。
地
区
内
外
を
結
ぶ
歩
く
歩
道
、
は
ま
み
ら
い
ウ
ォ
ー
ク
、
み
な
と
み
ら
い
歩
道
橋
、

野
毛
ち
か
み
ち
は
歩
行
者
か
ら
好
評
だ
。

　都
市
災
害
の
防
止
及
び
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
部
分
の
地
下
空
間
を
有

効
利
用
し
て
水
道
管
、
通
信
線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
地
域
冷
暖
房
管
を
収
め
る
共
同
溝
が

み
な
と
み
ら
い
大
通
り
、
国
際
大
通
り
、
い
ち
ょ
う
通
り
、
け
や
き
通
り
、
さ
く
ら
通
り
に

設
け
ら
れ
る
。
地
盤
改
良
・
液
状
化
防
止
は
も
と
よ
り
高
潮
・
津
波
対
策
、
耐
震
強
化
岸
壁
、

海
上
防
災
基
地
、
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
（
大
型
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
を
４
基
設
置
。

災
害
時
に
は
５
０
万
人
分
の
飲
料
水
を
３
日
分
確
保
）
の
設
置
な
ど
、
大
規
模
災
害
対
策
に

も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

概　　　要中 央 地 区新 港 地 区災害に強い都市基盤
２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
進
出
事
業
所
数
約
１
８
２
０
社
。
約
１
１
万
２
０
０
０
人
が
働
く
。

年
間
の
来
街
者
数
（
推
計
）
約
８
千
万
人
（
令
和
元
年
）。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
の
市

税
収
入
は
約
１
７
０
億
円
に
上
る
。
伊
東
さ
ん
は
「
実
が
な
り
、
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
種
を
播
き
、
育
て
て
き
た
先
人
の
努
力
を
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

振
り
返
る
。

みなとみらい 21事業の成果 多 様 な 交 通 ネッ   トワーク

みなとみらい21　横浜港
神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業、フロンティアクラブ会員）に聞いた。「  みなとみらい 21 と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

中央地区
新港地区

伊東慎介社長
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低
い
も
の
の
海
外
で
は
一
般
的
で
あ
り
、

今
後
日
本
で
も
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
私

は
現
在
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
会
の
会

長
で
も
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
の
皆
様
、
ヨ
ッ
ト
部
共
々
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
横
浜
市
生

ま
れ
。
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
経
済

学
部
経
済
学
科
卒
業
。
同
年　

野
村
證

券
（
株
）
入
社
。
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
（
株
）
入
社
。
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
ギ
グ
ワ
ー
ク
ス
（
株
）
入
社
。

現
在　

同
社
取
締
役
管
理
本
部
長
兼
ギ

グ
ワ
ー
ク
ス
ク
ロ
ス
ア
イ
テ
ィ
（
株
）

代
表
取
締
役
社
長

さ
っ
た
の
は
神
大
の
先
輩
で
あ
る
杉
野

正
様
で
し
た
。
人
生
経
験
が
浅
い
わ
た

し
た
ち
に
対
し
て
的
確
か
つ
辛
辣
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
そ
の
と
き
の

苦
難
を
乗
り
越
え
る
突
破
口
と
な
り
ま

し
た
。
い
ま
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
や
行
動
基
準
は
物
事

の
方
向
性
を
整
理
す
る
際
の
指
針
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
輩
の
方
々
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
の
半

生
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
を
通
じ
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
で
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

１
部
へ
の
実
務
に
関
与
す
る
な
ど
貴
重

な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
名
古
屋
市
場
に
上
場
し

て
い
た
Ｔ
Ｒ
Ｎ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）
の
取
締
役
経
営
企
画
部
長
を
務

め
そ
の
後
、
同
社
の
再
建
や
証
券
不
祥

事
を
起
こ
し
た
髙
木
証
券
（
株
）
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長
と
し
て
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
東
証
２
部
上
場
企
業
の
ギ
グ

ワ
ー
ク
ス
（
株
）
で
取
締
役
管
理
本
部

長
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
ギ
グ
ワ
ー

カ
ー
市
場
の
確
立
に
奮
闘
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
と
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
単
発
短
期
の
仕
事
を

受
注
し
収
入
を
得
て
い
る
労
働
者
の
こ

と
で
、
ま
だ
ま
だ
日
本
で
の
認
知
度
は

り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
魅
力
に
取
り
つ

か
れ
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
ひ
た
す
ら

モ
ニ
タ
ー
に
向
か
う
日
々
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
生
活
を
苦
に
は
感

じ
ず
、
む
し
ろ
新
た
な
発
見
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
会

社
へ
の
就
職
が
決
ま
り
、
こ
の
仕
事
に

全
力
を
投
じ
て
い
い
ん
だ
と
思
え
た
と

き
の
全
身
で
感
じ
た
解
放
感
は
未
だ
に

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
ち

上
げ
に
参
画
し
、
暗
中
模
索
の
日
々
を

続
け
て
い
る
中
で
道
筋
を
導
い
て
く
だ

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
部
ヨ

ッ
ト
学
科
卒
業
の
感
じ
も
し
ま
す
が
、

無
事
４
年
間
で
経
済
学
部
経
済
学
科
を

卒
業
し
、
就
職
は
バ
ブ
ル
真
っ
最
中
の

昭
和
63
年
に
野
村
証
券
（
株
）
に
入
社

い
た
し
ま
し
た
。

　

証
券
マ
ン
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
私

の
社
会
人
生
活
で
す
が
、
そ
の
後
縁
あ

っ
て
孫
正
義
氏
が
率
い
る
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
の
金
融
会
社
で
あ
る
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト（
株
）

現
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）

に
転
職
し
、
同
社
の
立
ち
上
げ
や
東
証

地
に
足
が
つ
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
当
て
所
な
い
毎
日
の
転
機
と

な
っ
た
の
は
サ
ー
ク
ル
の
Ｏ
Ｂ
に
紹
介

い
た
だ
い
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
し
た
。
ウ
ェ
ブ
の
世
界
に

ど
っ
ぷ
り
と
の
め
り
込
み
、
目
ま
ぐ
る

し
い
速
度
で
進
化
す
る
世
界
を
自
ら
切

　

本
年
か
ら
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
小
島
正

也
と
申
し
ま
す
。
在
学
中
は
体
育
会
ヨ

ッ
ト
部
に
所
属
し
、
年
間
の
半
分
以
上

を
江
ノ
島
・
葉
山
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

特
に
ヨ
ッ
ト
部
の
合
宿
生
活
は
２
月

中
旬
か
ら
開
始
し
、
寒
さ
と
と
も
に
劣

悪
な
環
境
で
の
毎
日
で
精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
非
常
に
鍛
え
ら
れ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
ヨ
ッ
ト
は
風
や
潮

の
流
れ
と
い
っ
た
自
然
に
左
右
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
、
先
を
読
ん
で
行

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
養
え
た
時
期

　

経
済
学
科
卒
の
杉
岡
仙
一
と
申
し
ま

す
。
春
原
正
三
郎
様
に
ご
推
薦
い
た
だ

き
、
神
奈
川
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
へ
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

入
学
当
初
は
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
全

く
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
暇
さ
え
あ
れ
ば

日
本
各
地
を
バ
イ
ク
で
旅
し
て
回
り
、

小
島　

正
也

杉
岡　

仙
一

ヨ
ッ
ト
に
明
け
暮
れ
た
大
学
生
活

先
輩
の
方
々
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
の
半
生
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フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
株
式
会
社 

取
締
役
就

任
、
17
（
平
成
29
）
年
株
式
会
社
カ
テ

ノ
イ
ド
入
社
、
現
在
に
至
る
。

　

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
横
浜
市
生

ま
れ
。
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
経
済

学
科
卒
業
。
12（
平
成
24
）年
フ
ォ
ー
・

つ
〟。
②
実
力
と
は
〝
努
力
と
準
備
〟

で
決
ま
る
。
③
夢
を
持
て
！
夢
を
叶
え

る
の
は
〝
99
％
の
行
動
力
〟。
精
神
論
、

根
性
論
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
な
く

し
て
成
功
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
私
の
心
に
響
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▽
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
に
対
す
る
気
持
ち
、
熱
意

を
強
く
持
ち
続
け
、
自
分
が
自
信
を
も

っ
て
や
り
遂
げ
た
と
言
え
る
強
み
を
模

索
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
く
。
▽
旅
行

業
界
を
諦
め
る
か
悩
ん
で
い
た
が
今
回

の
講
演
を
聞
い
て
、
夢
を
諦
め
た
く
な

い
と
強
く
感
じ
た
。
▽
「
鶏
口
と
な
る

も
牛
後
と
な
る
な
か
れ
」
を
胸
に
就
職

活
動
し
て
い
き
ま
す
。
神
大
学
生
諸
君
。

目
標
に
向
か
っ
て
勝
ち
抜
い
て
い
こ

う
！
先
輩
と
し
て
全
力
で
応
援
し
て
い

ま
す
。      （
昭
和
63
年
貿
易
学
科
卒
）

が
ら
社
会
に
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る

学
生
達
に
、
少
し
で
も
勇
気
、
希
望
、

目
標
を
与
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
、お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
学
生
達
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は

次
の
３
点
で
す
。
①
ど
の
よ
う
な
環
境
、

条
件
下
で
も
〝
実
力
の
あ
る
奴
が
勝

　

こ
の
度
は
「
学
生
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

に
講
演
者
と
し
て
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
不
安
を
抱
え
な

げ
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
皆
様
に
お
目

に
か
か
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

後
輩
達
に
は
落
ち
込
む
こ
と
な
く
、
神

大
生
ら
し
く
挑
戦
を
し
続
け
て
ほ
し
い

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
自
分
の
大
学

時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
挑
戦
し

続
け
て
き
た
経
験
を
中
心
に
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
の
学
生
さ

ん
に
は
、
成
功
？
し
た
先
輩
の
自
慢
話

に
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
や
は
り
ど
こ
か
学
生
さ

ん
自
身
の
中
に
抱
え
る
劣
等
感
か
ら
来

る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

今
の
神
大
生
は
も
っ
と
自
分
を
信
じ

て
い
い
は
ず
で
す
。
も
っ
と
大
学
や
先

生
、
学
友
を
信
じ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

周
り
を
見
渡
し
、
ど
れ
だ
け
あ
り
が
た

い
環
境
に
い
る
か
を
素
直
に
感
じ
、
感

性
を
磨
き
、
目
標
を
持
っ
て
挑
戦
し
続

け
れ
ば
、
必
ず
夢
は
叶
い
ま
す
。
私
は

今
、
神
奈
川
大
学
卒
業
生
で
す
と
胸
を

張
っ
て
言
え
ま
す
。

（
昭
和
60
年
法
律
学
科
卒
）

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は
誰
も
予

想
で
き
な
い
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
、
世
界
が
平
等
に
ぶ
っ
壊
さ
れ
た
お

か
げ
で
、「
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
は
こ

う
だ
っ
た
と
説
教
す
る
人
は
も
う
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
君
た
ち
が
創

る
」
と
オ
バ
マ
元
大
統
領
が
言
っ
た
よ

う
に
、
コ
ロ
ナ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

　

湘
南
信
用
金
庫
は
神
奈
川
大
学
と
産

学
連
携
協
定
を
結
び
、
平
成
30
年
か
ら

経
済
学
部
で
寄
付
講
座
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
私
も
２
度
授
業
を
さ
せ
て
い
た

て
お
り
ま
す
。
何
分
に
も
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
折
に
ふ
れ
て

ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

落
ち
込
む
こ
と
な
く
、

挑
戦
し
続
け
て

キ
ャ
ン
パ
ス
に

活
気
戻
る
の
を
心
待
ち
に

ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
な
く
し
て

成
功
な
し

善行地　潔 
名鉄観光株式会社　
関東営業本部
部長兼横浜支店長

末吉　孝弘 
株式会社東急ホテルズ
常務執行役員　
ザ・キャピトルホテル
東急　総支配人

小峰　浩 
湘南信用金庫
執行役員
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し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
主

軸
の
体
制
に
も
対
応
し
、
快
適
な
環
境

で
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

度
の
支
援
に
は
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学
金
の
よ

う
な
制
度
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な
経
済

的
理
由
で
大
学
へ
通
い
続
け
る
こ
と
が

困
難
な
学
生
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
神
奈
川
大
学
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
へ
感
謝
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
ま
で
私
を
支
え
て

く
れ
た
両
親
へ
の
尊
敬
と
感
謝
も
忘
れ

ず
に
、
自
分
の
夢
を
め
ざ
し
て
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私

く
、
今
回
奨
学
生
に
採
用
い
た
だ
い
た

こ
と
で
両
親
の
負
担
の
軽
減
が
で
き
た

こ
と
を
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

ま
た
今
回
い
た
だ
い
た
奨
学
金
は
、
私

が
学
業
と
両
立
さ
せ
つ
つ
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
同
じ
金
額
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、

少
な
く
と
も
1
年
以
上
は
か
か
り
ま
す
。

こ
の
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
夢

の
実
現
に
向
け
た
資
格
や
知
識
を
得
る

こ
と
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
神
奈
川
大
学
は
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て

お
り
、
い
た
だ
い
た
奨
学
金
は
学
費
や

参
考
書
代
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の

購
入
費
に
も
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

正
確
に
は
、
優
秀
な
裁
判
官
に
な
り
、

社
会
に
必
要
と
さ
れ
人
の
役
に
立
つ
人

間
に
な
る
と
い
う
夢
で
す
。
そ
の
た
め
、

と
て
も
申
し
訳
な
い
と
思
い
つ
つ
も
学

費
面
は
両
親
に
頼
っ
て
お
り
、
両
親
も

私
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
せ
ず
勉
強
を
優
先

し
て
い
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
立
に
通
う
私
と
弟
の
学
費

を
捻
出
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

　

こ
の
度
は
村
橋
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学

生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く
の
志
願
者

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
こ
と
を
と
て
も
光

栄
に
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
司
法
試
験
に
合
格
し
、
将
来

裁
判
官
に
な
る
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

だ
き
、
直
接
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
対
話

で
き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ア
ル
の
授
業
と
異
な
り
、
独
特
の
空

気
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
正
直
戸

惑
い
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
が
当
た
り
前
の
世
の
中

で
す
が
、
便
利
な
反
面
、
教
え
る
側
に

も
教
え
ら
れ
る
側
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学

生
生
活
の
充
実
と
い
っ
た
意
味
合
い
に

お
い
て
も
、
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す

る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
４
月

に
は
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

校
し
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
活
気
が

戻
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
を
作
っ
て
拙
い
話
を
聴
い
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
準
備
を
入
念
に
し

て
く
れ
た
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
の
将
来
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
た
の
で
あ
れ
ば
卒
業
生
と
し

て
幸
い
で
す
。

（
平
成
６
年
法
律
学
科
卒
）

「
村
橋
精
神
」に
感
謝

　

令
和
２
年
度
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
礼
の
言
葉
（
昨
年
に

寄
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
）
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

法
律
学
科
１
年
／
女
子
学
生

夢
は
優
秀
な
裁
判
官

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
た
旅
行
・

ホ
テ
ル
・
金
融
業
界
に
従
事
す
る
卒
業
生

の
皆
様
に
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
新
型
感
染
症
の
拡
大
か
ら
1
年
が
経

過
し
、
日
本
経
済
は
大
き
な
変
化
を
遂

げ
ま
し
た
。
国
内
外
へ
の
移
動
に
制
限
が

か
か
り
、
好
調
だ
っ
た
旅
行
・
ホ
テ
ル
業

界
は
一
気
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
多
く
の
業
界
で
も
業
績
が
落
ち

込
み
、
各
金
融
機
関
で
は
無
利
子
・
無
担

保
融
資
等
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
業
界
の
卒
業
生
に
お
話
を
聞
く
と
、

「
過
去
最
大
に
危
機
的
な
状
況
」、「
コ
ロ

ナ
禍
で
も
変
わ
ら
ず
過
酷
」
な
ど
、
改
め

て
現
状
の
厳
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
し
か

し
各
業
界
は
、
主
力
ビ
ジ
ネ
ス
の
転
換
・

拡
大
、業
務
内
容
の
デ
ジ
タ
ル
化
、業
種・

業
界
を
超
え
た
連
携
な
ど
、
様
々
な
取

り
組
み
で
苦
境
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
変
化
に
対
応
す
べ
く
、

卒
業
生
の
皆
様
一
人
一
人
が
、
不
況
に
立

ち
向
か
う
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
後
の
質
問
会
で
は
、
仕
事
上
で
最

も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
裏

側
な
ど
に
つ
い
て
率
直
に
お
答
え
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
生
の
知
り
得
な
い
社
会
・

業
界
事
情
を
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
学
び
の
多
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
卒
業
生
の
皆
様
に
は
ご

教
授
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

学生支援型セミナー 参加学生の声

不
況
に
立
ち
向
か
う
姿
に
感
銘
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
／
女
子
学
生
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全
商
簿
記
検
定
1
級
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
現
在
全
商
の
簿
記
よ
り
難
易

度
の
高
い
日
商
簿
記
を
独
学
で
勉
強

し
て
お
り
ま
す
。
直
近
の
検
定
が
令

和
3
年
2
月
に
あ
る
の
で
、
そ
の
検

定
で
日
商
簿
記
2
級
を
取
得
す
る
こ

と
が
、
今
回
奨
学
生
に
選
ん
で
い
た

だ
い
た
こ
と
の
さ
さ
や
か
な
恩
返
し

に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

高
校
で
学
ん
だ
会
計
を
よ
り
深
く

学
ぶ
た
め
に
、
日
商
簿
記
2
級
に
受

か
っ
て
も
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な

く
、
す
ぐ
切
り
替
え
て
一
段
階
上
の

日
商
簿
記
1
級
に
す
ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
取
得
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

日
商
簿
記
1
級
を
取
得
で
き
れ
ば

税
理
士
試
験
の
受
験
資
格
を
い
た
だ

け
る
の
で
、
税
理
士
試
験
に
も
挑
戦

し
た
い
で
す
。
簡
単
な
道
の
り
で
は

な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
最
大
限
努
力

し
、
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学
生
に
選

ん
で
頂
い
た
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
検

定
取
得
の
み
な
ら
ず
大
学
の
勉
強
に

も
一
層
力
を
入
れ
、
奨
学
生
に
選
ん

で
下
さ
っ
た
皆
様
や
私
た
ち
兄
弟
を

育
て
て
く
れ
た
母
に
感
謝
し
、
大
学

生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
度
は
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
多
く
の
志

願
者
の
中
か
ら
私
を
選
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

頂
い
た
奨
学
金
を
上
手
く
活
用
し
大

学
4
年
間
、
一
層
勉
学
に
励
み
ま
す
。

　

私
は
母
子
家
庭
に
育
ち
、
大
学
生

の
兄
も
い
ま
す
。
私
の
母
は
や
り
た

い
事
は
や
ら
せ
て
あ
げ
る
と
昔
か
ら

言
っ
て
お
り
、
兄
と
私
の
大
学
進
学
、

一
人
暮
ら
し
に
賛
成
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

私
が
大
学
に
通
え
て
い
る
の
は

日
々
の
母
の
苦
労
と
貸
与
型
の
奨
学

金
制
度
の
お
か
げ
で
す
。
母
の
負
担

を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
現
在
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
節
約
を
し

な
が
ら
生
活
す
る
の
が
や
っ
と
の
状

況
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
度
奨
学

生
に
選
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
り
、
生

活
に
少
し
余
裕
が
で
き
、
勉
学
と
ア

ル
バ
イ
ト
の
二
足
の
草
鞋
で
も
勉
学

に
よ
り
一
層
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

私
は
昨
年
度
ま
で
商
業
高
校
に
通

っ
て
お
り
、
各
種
検
定
取
得
に
勤
し

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に

簿
記
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
私
は

始
ま
る
対
面
授
業
は
楽
し
み
で
も
あ
り

不
安
で
も
あ
り
ま
す
。
登
校
し
、
対
面

で
直
接
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
自
分
の
学
び
た
い
学
問
を
よ
り

深
く
学
べ
る
環
境
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

反
面
、
昨
年
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

遠
隔
授
業
で
は
、
登
校
す
る
時
間
な
ど

を
省
く
こ
と
が
で
き
、
自
由
に
使
う
時

間
を
作
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
面
で
課

題
を
こ
な
し
や
す
く
感
じ
て
い
た
た
め
、

対
面
授
業
で
も
時
間
を
作
れ
る
か
、
と

い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

1
年
間
の
ほ
と
ん
ど
を
自
粛
で
家
の
中

で
生
活
し
て
い
た
た
め
、
友
人
が
で
き

る
か
な
ど
の
人
間
関
係
に
お
い
て
も
不

安
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
奨

学
生
に
採
用
い
た
だ
い
た
た
め
、
今
年

度
は
よ
り
一
層
気
持
ち
を
引
き
締
め
、

昨
年
よ
り
良
い
成
績
を
残
せ
る
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影

響
が
小
さ
く
な
い
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
生
活
や
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
の
日
常
の
生

活
の
中
で
も
気
を
引
き
し
め
、
状
況
が

収
ま
り
よ
り
よ
い
状
況
と
な
り
、
普
通

に
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
奨
学

生
に
採
用
い
た
だ
い
た
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
大
学
を
4
年
で

卒
業
し
、
立
派
な
社
会
人
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

が
一
人
前
の
社
会
人
に
な
っ
た
ら
、
私

が
支
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
困
っ

て
い
る
学
生
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
に
よ
っ
て
、
様
々
な
当
た
り
前

が
覆
さ
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
通
学・

通
勤
す
る
こ
と
、
親
戚
や
友
人
に
会
う

こ
と
で
さ
え
も
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
、

身
体
面
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
疲

弊
さ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学
金
に
関
わ
る

全
て
の
方
の
心
身
の
健
康
を
お
祈
り
し
、

お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
で
、
思
い
描

く
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ず
大
学
1
年
次
を
終
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
年
度
の
2
年
次
か
ら
は
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
対
面
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
新
た
な
気
持
ち
で
臨

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
で
は
よ
り
専
門
的
な
学
問
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
学
問
的
な
面
や
今
年

度
か
ら
対
面
授
業
な
の
で
人
間
関
係
の

面
で
も
よ
い
も
の
を
築
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度
か
ら

経
済
学
科
１
年
／
男
子
学
生

税
理
士
試
験
に
挑
戦
し
た
い

建
築
学
科
１
年
／
男
子
学
生

対
面
授
業
に
不
安
あ
り
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た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
目
標
に
向
か
っ
て

勉
学
や
課
外
活
動
に
励
め
る
の
は
、

奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
け
た
か

ら
だ
と
身
に
染
み
て
感
じ
て
お
り
ま

す
。
私
の
両
親
に
は
今
ま
で
も
家
計

が
苦
し
い
中
で
負
担
を
か
け
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
出
費

が
あ
り
ま
す
。
私
も
ア
ル
バ
イ
ト
に

勤
し
ん
で
お
り
ま
す
が
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
留
学
な
ど
は
難
し
い
だ
ろ

う
と
諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
回
奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
目
標

や
夢
に
向
か
っ
て
金
銭
面
で
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前

向
き
な
気
持
ち
で
勉
強
出
来
る
こ
と

に
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
て

村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学
生
に
採

用
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
神
奈
川
大
学

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
を
は

じ
め
、
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学

金
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
こ

の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
々
勉
学
に
励
む
と

共
に
、
将
来
は
神
奈
川
大
学
、
家
族
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
恩
返
し

が
出
来
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　

こ
の
度
は
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
採
用

決
定
の
連
絡
を
頂
い
た
と
き
、
嬉
し

い
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

と
同
時
に
、
日
々
努
力
を
続
け
よ
う

と
改
め
て
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
に
は
今
後
の
目
標
が
大
き
く
２

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
英
語
の

中
学
校
教
諭
の
免
許
を
取
得
す
る
こ

と
で
す
。
高
校
生
の
と
き
に
参
加
し

た
先
生
の
仕
事
体
験
会
で
、
子
ど
も

の
成
長
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
出
来

る
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
神

奈
川
大
学
で
教
職
課
程
を
履
修
し
、

目
標
に
向
か
っ
て
勉
強
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

　

先
日
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
で
先
生

と
し
て
日
本
文
化
の
１
つ
で
あ
る
書

道
を
教
え
る
経
験
を
し
、
少
し
ず
つ

目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
２
つ
目
は
、
英
語
を
通

し
て
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
す
。

私
は
幼
い
頃
か
ら
英
語
の
課
外
活
動

を
し
て
お
り
、
海
外
の
方
と
交
流
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
英
語

も
人
と
関
わ
る
こ
と
も
好
き
な
た
め
、

神
奈
川
大
学
の
充
実
し
た
国
際
交
流

の
機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き

ル
ス
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
替

わ
り
、
当
初
は
慣
れ
な
い
ネ
ッ
ト
環
境

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
1
年
を
通
し

て
ペ
ー
ス
も
掴
め
、
後
半
は
資
格
取
得

に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

1
度
も
大
学
に
通
え
ず
1
年
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
中
学
・
高
校
と
部

活
動
な
ど
で
休
み
が
な
か
っ
た
私
に
と

っ
て
、
将
来
を
考
え
る
と
て
も
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
学
に
通

え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
多
く
の
先
生

や
学
生
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
た
く

さ
ん
の
良
い
刺
激
を
受
け
、
自
分
を
さ

ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
内
外
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
を
し
て
、
大
学
生
活
で
様
々
な
経

験
を
積
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学
生
と
し

て
の
責
任
と
誇
り
、
ま
た
支
え
て
下
さ

る
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

神
奈
川
大
学
で
の
生
活
を
有
意
義
な
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
度
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨

学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
数
多
く
の
志

願
者
の
方
が
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
を
採
用
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
に

は
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
４
年

　

こ
の
度
は
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨

学
金
の
奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
神
奈

川
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、

村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学
金
に
関
わ

る
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
数
多
く
の
志
願
者
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
こ
と
に
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
奨
学
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を

も
ち
、
4
年
間
の
大
学
生
活
を
送
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
奨
学
金
は
、
学
費
の
一
部
と

留
学
費
、
資
格
取
得
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
大
学
進
学
が
難
し
い
中
で
の
進
学

と
い
う
決
断
を
し
ま
し
た
。
家
計
状
況

が
厳
し
い
な
か
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
だ
け

で
学
費
や
教
材
費
を
払
う
の
は
と
て
も

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
費

や
教
材
費
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
多

く
入
れ
て
お
り
、
勉
学
の
時
間
を
確
保

す
る
の
が
難
し
く
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、

採
用
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
学
費

や
教
材
費
の
心
配
を
せ
ず
、
勉
学
に
集

中
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
を
本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ

村橋・フロンティア奨学金

英
語
英
文
学
科
１
年
／
女
子
学
生

教
諭
免
許
と
英
語
を
通
じ
た

交
流
が
目
標

国
際
経
営
学
科
１
年
／
男
子
学
生

学
費
や
教
材
費
を
心
配
せ
ず

勉
学
に
集
中

日
本
文
化
学
科
１
年
／
女
子
学
生

家
族
の
希
望
に
な
る
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し
か
し
、
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
大
学
に
通
う
こ
と
が
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
弱
っ
て
い

る
家
族
が
さ
ら
に
危
う
い
状
態
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
金
銭
面
も
健
康
面

も
悪
化
し
て
い
る
日
々
で
す
が
、
奨
学

生
と
な
れ
た
自
分
が
家
族
の
希
望
の
光

と
な
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
下
さ
っ

た
方
々
に
、
今
一
度
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
奨
学
生
に
選

ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
家
族
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
み
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
奨
学
生
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
分

が
、
数
多
く
の
志
願
者
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
こ
と
に
大
変
驚
き
、
ま
た
大
変
喜

ば
し
く
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
奨
学
生

と
し
て
よ
り
一
層
勉
学
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
奨

学
金
は
学
費
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

私
の
家
庭
は
、
母
が
2
度
入
院
、
手

術
を
し
て
か
ら
あ
ま
り
体
調
が
よ
く
な

く
仕
事
に
就
け
て
い
ま
せ
ん
。
父
が
自

営
業
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
収
入
が
不
安
定
に

間
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
祖
父
は
、
８
年
前
に
ガ
ン
と
い

う
重
い
病
に
侵
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
も
そ
の
後
遺
症
が
残
っ
て
お
り
、

２
日
に
１
度
、
病
院
に
通
い
、
弱
り
な

が
ら
も
命
を
繋
ぐ
た
め
に
透
析
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
体
調
が

悪
い
日
も
あ
り
、
１
日
中
食
べ
物
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。
父
も
心
臓
病
を
患
っ
て
お
り

し
ば
し
ば
痛
み
を
訴
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
母
親
も
私
た
ち
が
３
人
姉
弟
で

あ
る
た
め
、
私
が
幼
い
頃
か
ら
１
人
で

３
人
の
面
倒
を
見
て
い
た
せ
い
か
腰
を

や
ら
れ
、
パ
ー
ト
な
ど
で
き
な
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
私
た
ち

姉
弟
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
高
い
病

院
代
の
足
し
に
し
よ
う
と
考
え
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
上
手
く
い
か
ず
に
い
ま
し
た
。

大
学
受
験
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学
年
に
な
り
、「
大
学
受
験
を
し
よ
う
か
、

家
族
を
支
え
る
た
め
に
働
こ
う
か
」
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
祖
父
が
中
学
校
の
教
員
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
教
員
に
な
る
こ
と
が
夢

で
し
た
。
そ
こ
に
父
が
、「
自
分
の
夢

を
叶
え
る
た
め
に
自
分
の
行
き
た
い
大

学
に
行
き
な
さ
い
」
と
背
中
を
押
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
父
の
言
葉
通
り
、

無
事
第
一
志
望
で
あ
っ
た
神
奈
川
大
学

の
学
生
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

村橋・フロンティア奨学金

お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
感
謝
し
て

お
り
、
私
も
子
ど
も
た
ち
を
勉
学
の

面
で
支
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
、
教
職
課
程
を
履
修
し
人
を
育
て

る
こ
と
に
関
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
中
で
私
は
、
将
来
、

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽
し

さ
を
通
し
て
、
学
習
・
勉
強
の
楽
し

さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
す

る
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
仕
事
を
通
し
て
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
勉
学
の
楽
し
さ
に
気

づ
き
、
幸
せ
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う

に
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
勉
学
だ
け

で
な
く
、
今
年
（
令
和
２
）
は
コ
ロ

ナ
禍
で
参
加
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

１
年
次
で
は
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る

科
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
私
の
こ
の
よ
う
な
夢
を

か
な
え
る
た
め
に
大
学
に
通
え
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
大
学
院
に
行
く

た
め
の
準
備
も
で
き
る
状
況
を
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
奨

学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨
学

生
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
度

は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

奨
学
生
に
採
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
私
に
は
二
人
の
弟
が
お

り
、
全
員
が
私
立
の
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
。
両
親
共
働
き
で
す
が
、
経

済
的
に
厳
し
く
、
奨
学
金
な
し
で
は

学
費
を
払
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
奨
学
生
へ
の
採
用

決
定
の
連
絡
を
受
け
、
採
用
者
数
が

少
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
、

「
ま
さ
か
自
分
が
」
と
非
常
に
驚
き

ま
し
た
。
同
時
に
無
事
今
学
期
も
大

学
で
学
べ
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
宇
宙
や
素
粒
子
に
興

味
を
持
ち
、
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

小
学
校
の
頃
か
ら
理
科
に
興
味
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
宇
宙
に
関
す
る
図

鑑
や
図
書
な
ど
を
読
む
中
で
、
宇
宙

や
素
粒
子
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や

日
常
的
な
感
覚
と
の
違
い
に
触
れ
、

徐
々
に
宇
宙
・
素
粒
子
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
大
学
に
加
え
、
大
学
院
ま
で

進
学
し
て
専
門
的
知
識
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

私
は
元
々
勉
学
の
面
で
出
来
が
良
か

っ
た
方
で
は
な
く
、
親
や
先
生
方
の

数
理
・
物
理
学
科
２
年
／
男
子
学
生

夢
は
子
ど
も
た
ち
に

勉
強
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

人
間
科
学
科
１
年
／
男
子
学
生

心
理
学
を
学
び
、人
を
助
け
た
い
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い
っ
た
行
い
を
す
る
こ
と
で
や
り
が
い

を
感
じ
る
の
で
、
人
を
助
け
な
が
ら
自

分
の
人
生
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
奨
学
生
と
し
て
採
用
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

人
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
に
な

る
よ
う
な
知
識
を
大
学
で
身
に
付
け
て

い
き
た
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

に
役
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
将
来
的

に
、
自
分
の
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て

人
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
人
間
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
職

業
的
な
話
だ
け
で
は
な
く
ち
ょ
っ
と
し

た
相
談
相
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、「
い
て
く
れ
た
ら
助
か
る
人
」
に

な
り
た
い
と
い
う
こ
と
も
含
み
ま
す
。

ま
た
、
私
は
そ
う
し
た
人
に
役
立
つ
と

　

私
は
、
人
間
科
学
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
体
験
講
義
で
人
間
の
心
理
や
不
思
議

を
学
べ
る
と
知
り
、
興
味
を
持
っ
て
本

学
の
人
間
科
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
心
理
学
系
統
の
講
義
に
対
し

て
面
白
い
と
い
う
よ
う
な
感
情
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
講
義
を
受
け

る
う
ち
に
人
間
の
考
え
か
た
や
、
感
情

の
仕
組
み
な
ど
を
知
り
、
こ
れ
を
人
生

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
進
学
を
控
え

た
高
校
生
の
妹
が
い
る
た
め
経
済
的
な

負
担
も
よ
り
多
く
な
っ
て
し
ま
い
、
大

学
進
学
を
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
後
ろ

め
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
親
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

ま
た
将
来
の
不
安
も
軽
減
さ
れ
た
状
態

で
、
集
中
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

途
中
で
大
雨
に
な
っ
て
道
が
歩
き
に
く

く
な
っ
た
為
に
、
ゴ
ー
ル
ま
で
行
く
の

を
断
念
し
、
長
尾
峠
で
下
山
し
保
養
所

に
戻
っ
て
ひ
と
風
呂
浴
び
て
散
会
し
た
。

　

途
中
で
雨
に
な
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

秋
晴
れ
の
真
っ
青
な
空
の
下
、
雄
大
な

富
士
山
や
一
面
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
参

加
者
全
員
が
口
々
に
楽
し
み
な
が
ら
歩

け
た
と
思
う
の
だ
が
、
富
士
山
も
芦
ノ

湖
も
姿
が
見
え
ず
、
ひ
た
す
ら
雨
の
箱

根
路
を
歩
く
の
み
と
な
っ
た
。

　

道
は
雨
水
で
滑
り
易
い
泥
道
に
変
化
、

場
所
に
よ
っ
て
は
岩
と
岩
、
木
の
根
と

木
の
根
の
間
に
自
分
の
足
を
ひ
っ
か
け

て
登
り
降
り
す
る
な
ど
、
木
の
枝
を
拾

っ
て
杖
代
わ
り
に
し
た
た
め
、
そ
れ
が

度
々
滑
り
止
め
の
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
た
の
で
大
変
有
難
か
っ
た
。
箱
根
の

難
さ
に
、
改
め
て
思
い
を
新
た
に
す
る

絶
好
の
機
会
に
な
っ
た
。
次
回
は
横
浜

市
内
や
鎌
倉
な
ど
の
平
坦
地
を
歩
く
会

を
企
画
し
て
下
さ
れ
ば
参
加
し
た
い
と

思
う
。（

昭
和
38
年　

貿
易
学
科
卒
業
）

フ
の
会
」
に
参
加
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
４
～
５
年

前
か
ら
ほ
ぼ
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
箱
根

の
神
奈
川
大
学
の
保
養
所
に
て
行
わ
れ

る
懇
親
会
が
本
来
の
メ
ー
ン
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
こ
の
箱
根
交
流
会
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
一
昨
年
ま
で
私
も
参
加
し
た

　

昨
年
11
月
20
日
（
金
）、
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア･

ク
ラ
ブ
主
催
の「
山
歩
き
の
会
」

に
参
加
し
、
箱
根
の
山
道
を
歩
い
て
来

た
。

　

当
日
の
コ
ー
ス
は
、
保
養
所
→
登
山

口
→
乙
女
峠
→
丸
岳
（
富
士
見
台
）
→

長
尾
峠
→
芦
ノ
湖
展
望
公
園
ま
で
の
8

キ
ロ
、
3
時
間
25
分
の
予
定
だ
っ
た
が
、

山
が
「
天
下
の
険
」
と
言
わ
れ
る
由
縁

を
自
ら
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
昔
の
人
達

が
箱
根
の
山
を
通
り
抜
け
る
の
に
如
何

に
苦
労
し
た
か
を
偲
び
、
現
代
に
生
き

る
我
々
が
持
っ
て
い
る
交
通
手
段
の
有

　

神
奈
川
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

の
箱
根
交
流
会
代
替
イ
ベ
ン
ト
「
ゴ
ル

村橋・フロンティア奨学金箱根交流会代替イベント

箱
根
の
山
は
、ま
さ
し
く『
天
下
の
険
』だ
っ
た

足
柄
森
林
カ
ン
ト
リ
ー
で
初
め
て
の
プ
レ
イ

古家　秀紀

坂本　繁美
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い
と
思
い
つ
つ
今
だ
に
実
現
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ゴ
ル
フ
が
終
わ
れ
ば
横
浜
の

自
宅
に
一
旦
帰
り
着
替
え
て
か
ら
会
社

へ
。
忙
し
い
よ
う
で
す
が
ゴ
ル
フ
も
仕

事
の
内
と
考
え
れ
ば
何
の
心
配
も
い
り

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
前
回
ま
で
の
会
場

は
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
し
た
が

今
回
は
足
柄
森
林
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
。

以
前
か
ら
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
な
ぜ
か
縁
が
な
く
今
回

が
初
め
て
の
プ
レ
イ
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
会
員
の
方
の
奥
様
が
同
じ
組
で

特
別
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
大
変
上
手

な
方
で
、
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の
一
日

で
し
た
。

（
昭
和
47
年　

法
律
学
科
卒
業
）

　

突
然
の
釣
行
の
お
誘
い
。
釣
り
宿
が

金
沢
八
景
「
一
ノ
瀬
丸
」、
狙
い
は
イ

ナ
ダ
と
の
こ
と
。
既
に
ゴ
ル
フ
の
先
約

が
あ
る
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
イ
ナ
ダ
の

引
き
の
グ
ッ
グ
と
し
た
感
覚
が
蘇
る
。

そ
う
だ
、
釣
り
か
ら
離
れ
て
何
年
に
な

る
の
か
な
、
ゴ
ル
フ
と
釣
り
が
ス
ト
レ

ス
解
放
の
薬
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の

だ
が
、
ブ
ド
ウ
膜
炎
を
発
症
し
て
、
Ｇ

と
Ｆ
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
釣
り
を
断
念

し
て
お
お
よ
そ
15
年
位
経
つ
。

　

当
日
は
通
い
慣
れ
た
平
潟
湾
か
ら
取

り
舵
で
根
岸
沖
へ
向
か
う
、
そ
う
言
え

ば
出
船
前
に
「
ア
ジ
ビ
シ
」
の
釣
法
を

説
明
し
て
い
た
。
第
一
投
目
は
南
本
牧

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
の
根
岸
湾
の

航
路
標
識
ブ
イ
周
り
。
釣
り
座
を
見
回

す
と
左
右
七
人
づ
つ
、
昔
に
比
べ
た
ら

大
名
釣
り
に
近
い
。
１
時
間
く
ら
い
ポ

ツ
リ
ポ
ツ
リ
で
３
匹
程
度
、
今
日
も
苦

戦
か
な
。
そ
こ
か
ら
場
所
移
動
、
南
本

牧
Ｃ
Ｔ
の
運
河
を
通
っ
て
本
牧
沖
、
三

菱
重
工
の
造
船
所
前
、
こ
こ
は
Ｍ
ｙ
ボ

ー
ト
で
カ
サ
ゴ
釣
り
の
馴
染
み
の
場
所
。

慎
重
な
汐
回
り
に
続
い
て
、
船
頭
の
声

か
け
は
「
も
っ
と
コ
マ
セ
を
ふ
っ
て
」、

そ
の
反
応
は
直
ぐ
に
現
れ
、
船
中
ア
チ

コ
チ
で
入
れ
食
い
状
態
、
早
々
に
ツ
抜

け
、
鰺
、
鯖
、
石
持
の
五
目
。
後
は
ゆ

っ
く
り
景
色
を
肴
に
し
て
持
参
の
お
酒

を
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
と
。

　

教
職
員
釣
友
会
の
皆
様
、
幹
事
の
藤

原
・
後
藤
さ
ん
に
、
好
天
に
も
恵
ま
れ

た
楽
し
い
一
日
を
与
え
て
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
昭
和
43
年　

貿
易
学
科
卒
業
）

箱根交流会代替イベント本の紹介

釣
行
の
お
誘
い
、
ア
チ
コ
チ
で
入
れ
食
い

三縄　昭男

亀
山
　
修
一 ︵
昭
和
50
年
　
英
語
英
文
学
科
卒
︶

に
そ
の
気
に
な
っ
て
き
た
の
は
一
昨
年

の
後
半
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
は
何

を
書
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
は

食
品
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
46

年
に
な
り
、
そ
の
大
半
は
豪
州
産

乳
製
品
の
日
本
市
場
向
け
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
そ
こ
で

そ
の
中
の
代
表
的
な
品
目
で
あ

る
チ
ー
ズ
に
的
を
絞
っ
て
、
そ
れ

を
英
語
で
書
け
ば
、
日
本
の
チ
ー

ズ
市
場
が
い
か
に
有
望
で
将
来

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
大
先
輩
の

小
渕
さ
ん
か
ら
「
論
文
を
書
い
て
み
た

ら
。」
と
幾
度
か
勧
め
ら
れ
て
、
次
第

性
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
海
外
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
直
接
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え

に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
執
筆
を
始
め

て
か
ら
、
幾
人
か
の
方
々
の
温
か
い
ご

支
援
と
小
渕
さ
ん
の
ご
推
薦
を
受
け
、

神
奈
川
大
学
国
際
経
営
研
究
所
の
客
員

研
究
員
と
い
う
身
に
あ
ま
る
肩
書
を
頂

き
、
さ
ら
に
同
研
究
所
の
田
中
教
授
の

論
文
指
導
を
受
け
る
と
い
う
幸
運
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
論
文
を
書
く

の
は
数
十
年
ぶ
り
で
、
中
々
考
え
が
ま

と
ま
ら
ず
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
し
た
が
、

田
中
教
授
の
ご
指
導
と
他
の
方
々
の

様
々
な
ご
協
力
の
も
と
で
何
と
か
書
き

上
げ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
と
数
回

の
校
正
を
経
て
、
今
回
の
出
版
に
こ
ぎ

着
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
て
、
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
又
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
先

輩
・
同
輩
・
後
輩
の
方
々
は
実
に
多
士

済
済
で
、
普
段
の
何
気
な
い
会
話
か
ら

で
も
心
地
よ
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
論
文
も
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
お
か
げ
で
、
今
は

こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
チ
ー
ズ
市
場
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル

IIBM
（Institute of 
International Business 
and Management）
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事 務 局 か ら の

お 知 ら せ

箱
根
交
流
会
代
替
イ
ベ
ン
ト

ゴ
ル
フ
の
会
よ
り

★ゴルフの会
○日時　5月28日（金）　9時10
分現地集合　○会場　足柄森林
カントリー倶楽部（静岡県小山
町桑木658）
〇アクセス　 東 名 高 速 道 路
（E1）足柄サービスエリアス
マートICより3分、御殿場ICよ
り5分。
　電話　0550-76-3771
○プレー費　キャディ付き食事
付き：13,000円　セルフ食事付
き：10,000円　
○募集人数　5組（20人）　○参
加資格　会員、神奈川大学教職
員、神奈川大学卒業生
〇富士の秀麗と新緑を楽しみな
がら「ゴルフ…しませんか？」
皆様のご参加をお待ちしており
ます。

★山歩き・散策の会
○日時　5月30日（日）9時～14
時ごろ　※インストラクターの
資格をお持ちの小林照夫氏がご
案内いたします。
○集合　JR横須賀線鎌倉駅東口　
改札出て右手NewDays付近　
○最少催行人数　5名　
○コース　鎌倉駅→安国論寺→名
越切通しまんだら堂→こども自
然ふれあいの森（展望台あり）→
布張山→杉本観音→覚園寺→源
頼朝の墓→鶴岡八幡宮→鎌倉駅　
○コース紹介　鎌倉七口のひと
つ「名越切通」と「まんだら堂
やぐら群」を中心に鎌倉の歴史
あるお寺や神社を巡る散策コー

スになります。鎌倉時代の世界
を顧みながら春から初夏にかけ
ての里山を歩きます。
　経験のない方でも、楽しんで
頂けるコースになります。是非、
ご参加ください。
※新型コロナウ
イルスの感染状
況により、中止
となる場合がご
ざいます。

○日時　5月12日（水）18：00
～20：00
○講演テーマ　「今、知っておき
たい新型コロナ感染症の知識と
対応」
○講師　神奈川大学保健管理セ
ンター長　江花　昭一　氏
○開催方法　オンライン（Zoom）
○会費　会員　無料
☆申し込み締め切り後に、各会
へお申し込みを希望される方は、
電話またはメールにて、お問い
合わせください。
　電話：045-481-5661（総務部
校友課）　Mail：kufc-frontier@
kanagawa-u.ac.jp

【神奈川大学学生緊急支援募金
のお願いについて】　コロナ禍
における学生への支援といた
しまして、「神奈川大学学生
緊急支援募金」を開設してお
ります。こちらの募金につき
ましては、コロナ禍の急激な
家庭環境の変化など、学業に
励みたくても金銭的な事情に
より不安を抱えている学生に
対し支援する募金（懸賞対
象）です。皆さまからの温か
いご協力を賜りますよう何卒
よろしくお願いいたします。
　詳細につきましては、神奈
川大学ホームページより「卒

業生の皆さまへ」のページか
ら、「在学生への支援につい
て」タブの「募金のお願い（募
金課より）」
をご確認いた
だきますよう
お願い申し上
げます。
【会員募集について】　フロン
ティアクラブでは、引き続き
会員の拡大に向け、積極的に
会員募集を行っております。
お知り合いなど紹介いただけ
る卒業生がいらっしゃいまし
たら、事務局までお知らせく
ださい。

【メールアドレスのご登録について】
　フロンティアクラブでお送りしてお
ります各案内資料などメールにて受
取を希望される皆様は、以下のアド
レスあてに氏名をご記入の上、メー
ルをいただきますようお願いいたしま
す。また、メールアドレスをご変更さ
れた皆様についても、ご連絡をいた
だきますようお願いいたします。

【メールアドレス】
・kufc-frontier@kanagawa-u.ac.jp

産学交流
フロンティアサロンについて

フロンティアクラブ
公式LINEが
できました!!

　フロンティアクラブの会員
の皆様にフロンティアクラブ
の活動のご案内や卒業生の活
躍などを発信していきますの
で、是非ご登録をお願いいた
します。


